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秋の深まり 
 長野市内でも、熊の目撃情報が続いていますが、今年の猛暑により山の食べ物が不作である、放棄耕作地が増

えたため里山が荒れてきて人間とクマの境界線があいまいになってきた、親から離れて「独立」する際に新しい自

分の生活の場を求めて旅立つときに人里に紛れ込んでしまった、など理由も様々 なようです。本校には熊こそ出て

いませんが、ひと月ほど前、校庭にスズメバチの巣ができており、１５メートルくらいまで近付くと巣を守るために偵

察隊が飛んでくる危険な状態でした。頑張って作ったとは思いますが、安全確保のために撤去させてもらいました。 

野の生き物と人間の共生は、お互いの立場での事情があるので、なかなか難しいものです。お互いに近付きす

ぎず、適切な距離を保ちながら、上手に生きていきたいものです。子どもたちの家庭に帰ってからの生活や登下校

時などには、熊やハチだけでなく様々 な脅威があります。自分の命や安全

を守るための声掛けをご家庭でもお願いします。学校もできる限りの情報

を集め、保護者の皆様と共有することで安全を確保していきます。 

１４日（火）の朝、右の写真のような栗が昇降口前に置かれていました。

「ごんぎつね」のようですが、ご近所に素敵なお子さんがいるようです。 
 

各部の十月授業のようすから 
参観日で見ていただいたこの単元もだいぶ活動が深化し、本日、全校職員による十月授業研究会が行われまし

た。本来なら、十月授業は公開研究会となるところですが、現在は隔年での実施となっているため、一般参会者はあ

りません。しかし、大学生や大学院生に参観してもらってご意見をいただくとともに、大学教員と県教育委員会の指導

主事の先生方から、「授業がもっと良くなるために」ということでご指導をいただくことができました。 

小学部 はな・そら組「『まほうのくに』であそぼう！」 

魔法の杖や帽子を作る、魔法の実験をする、魔法の絨毯に乗るなどの活動を、

魔法使いの「まじー」や友達と一緒に楽しんでいます。単元が進むにつれて、同じ

場所でも遊び方や遊ぶ相手が変わったり、興味のある遊び自体が変化したりして

きています。 

小学部 にじ組「『にじぐみゲームひろば』をつくってあそんじゃお！」 

「いれちゃお」では、新聞ボールを作って得点が書かれた箱に投げ入れ、点数

を計算する、「さがしちゃお」では、写真やイラストから問題を作って探し出す、折り

紙で景品を作ってプレゼントをするなどの活動をしてきました。交代でお客さんに

なったり、お客さんをお呼びしたりして、みんなが楽しめる「にじぐみゲームひろ

ば」を作っています。 
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中学部「Are you ready? Yes！ Futoku Happiness Parade」 

修学旅行壮行会での応援活動、ABわっしょいまつりでの手作りみこし交流な

どをきっかけに、応援やフラッグ、マーチングを取り入れた活動を行い、廊下での

パレード、附中３Cに応援を教わるなどして活動が盛り上がってきています。 

高等部「響け！輝け！咲き誇れ！～アートでふとくつながる☺︎ 

カラフルパフォーマンス🎀atイオンモールすざか～」 

みんなで太鼓やダンス、フラワーアレンジメントなどのパフォーマンスを「イオン

モール須坂」でやりたいと考え、手工芸、陶芸、木工班に分かれて製品を製作し、

売り上げたお金をパフォーマンスで必要な衣装や花、会場費などに使います。目

標に向かってみんなで頑張って活動しています。 
 

  後期、げんきクラブが始まりました 
１５日（水）より、後期のげんきクラブの活動が始まりました。学生さんたち

は、子どもたちの活動がより充実するようにと、今回も様々 な作戦を考え、準備

をしてくれていました。本校の子どもたちと目線を合わせて楽しそうに活動する

様子は見ていてうれしくなってきます。学校とはまた違う一面を見られるのもげ

んきクラブの面白いところです。それに上手に対応していく学生さんたちの柔

軟さには驚かされます。こういう活動があるのも大学附属ならではですね。 
 

全附連全附Ｐ連 北信越大会 
１０日（金）に、日本教育大学協会・全国国立大学附属学校連盟・

全国国立大学附属ＰＴＡ連合会の令和７年度北信越地区総会及び

実践活動協議会松本大会に校長、教頭、ＰＴＡ会長で参加してきまし

た。北信越地区の附属学校の日頃の実践発表の場です。総会の場

では、本校のＰＴＡ会長さんが分科会の報告をする場面もありました。  

他大学附属特別支援学校の本校との違いや共通点などが分かり、今後の本校の活動の在り方に

も大いに参考になる情報をたくさんいただいてきました。今後の学校運営やＰＴＡ活動の充実のため

に生かしていきたいと思います。 

お知らせとお願い 
〇学習支援ボランティアさんの授業参加について 
 ・朝陽地区の住民自治協議会さんのご協力をいただき、２学期から学習支援ボランティアさんが手
芸や調理など得意なことを生かして、高等部の授業を中心に参加してくださっています。地域の方
とともにある学校として、これまで以上に地域の方に授業場面に入っていただいたり、地域に出て
活動させていただいたりしたいと思っています。 

〇近隣地域の道路舗装工事について 
 ・近隣の舗装工事が行われていますが、工事個所が日によって変わっています。事前にお伝えでき

るものはオクレンジャーで情報共有させていただきますが、間に合わない場合もあります。工事をし
ていて通れないかもしれない、という心づもりで安全にご留意いただけるとありがたいです。 


